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1 つの ‘モノ'を通じての総合的・学際的学習に関する一試論

-出張授業: I鉄J を題材とした「学習指導案J (仮案) -

中畑充弘※

Mitsuhiro NAKAHATA 

はじめに一博学連携の一環としての「出張授業j の提起一

博物館は‘施設'ではなく‘機関'であり [倉田・矢島: 1 997J 、ハード面(建物 ・ 機械 ・ 設備・

展示)だけに留まらず、ソフト面(企画 ・ 立案 ・ 教育などプログラムを組む人的能力ないし職能)

のますますの充実が要請されている。人を引き付け、常に新しい発見があるような展示と、これ

を核にしながら展開される各種の教育プログラムが豊富に用意され、多くの利用者を巻き込むこ

とが実現されねばならない11 1。集客力のある魅力的な博物館にするには、今後どのような展示施

策ないし教育プログラムが考えられるのか?

ここでは教育 ・ 啓発・普及の観点から、とりわけ博物館という社会教育機関が「学校教育j と

の連携にさらなる力点を注ぎ、すなわち 「博学連携J の一環として学芸員が学校へ赴き(出張授

業の形式を採り) ‘モノ'の総合的・学際的なレクチャーを行う教育指導案 (仮案)を挙げ試論

的に提起する。これまで「博学連携J には多種多様な積極的取り組み(句1なされており今もなお

発展途上の段階にあり今後のさらなる飛躍が望まれるが、その大半は、課外講座としての「博物

館(を含む社会教育施設)見学j であり 、 学校の児童 ・ 生徒が博物館ヘ足を運ぶ、学校教育サイ

ドからのアプローチであったように思われる。その構想、については多岐にわたって試案されてい

るが、その実践や施行においては(注(2 )のように) ユニークなアイデアがなされているものの、

全国的には数・量的には未だ乏しいと言わざるを得ない現状下にある。むろん、筆者は博物館に

おける 5 感を駆使した実体感 ・ 体験学習の意義 ・ 重要性について否定はしないし、そこでなされ

る展示というもの自体が(一方的な敷術 ・ 説明に終始するだけではなく)来館者の感性や主観に
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委ねる‘余白.を残したり.遊び'から得る‘学び'を提供していることを認識しているつもりで

はある。しかしながら、生徒・児童たちは教師の言うままに博物館に引率され、 果たして本当に

「社会教育j を享受しているのであろうか?あるいは 「学び ・ 学習、真の遊びj が実践されてい

るのであろうか?引率者からの碍なガイドやイントロダクションがないまま、あるいは児童 ・ 生

徒たちの「目的意識J が芽生えないまま博物館内に‘放置'されて、展示物を徒然‘薄ら見廻し\

悪戯に館内を‘俳個し\挙げく提出する報告書は‘感想文や日記'に留ま っ てはいや しまいか。

本稿では、かかる問題点を克服するにあたり、いっそのこと学芸員が悉皆、 学校教育の現場で比

較的長期にわたり授業を受け持たせてもらうことを前提とした 「出張授業J (あるいは ・出前授業.

という言い方もある)の試作を提起することにする。また本稿は、その「出張授業j の重要性を

強調するため、詳細な「学習指導案J ないしプログラムを構想し、これを試論的に提出すること

をその目的とするものである。

想定としては、印刷に関する総合的・学際的学習と題し、およそ高校 2 年を受講対象として

いる。ここでいう総合科目は、社会(歴史 ・公民・政治経済・文化 ・ 民俗)および理科(化学)

等を包含した内容をもつものである。授業水準は中学校 ・ 高等学校の学年相応のレヴェルにまで

照準させることにも留意したい。

本稿で以下に示すような、「鉄J ないし‘鉄講座'の例を挙げてみることにする。多角的 ・ 学

際的見地から‘鉄'を捉え、すなわち化学物質・金属 Fe としての鉄、埋蔵量 ・地殻成分・人体

の鉄分など自然科学的見地から捉えたり、鉄の起源・歴史 ・ 伝矯・文明としての鉄 (cf. キーワー

ドとして「隠鉄j ・「ヒッタイト(地名) J ・[たたら J 等)、また考古学における鉄、鉄器文化と道

具 (鉄文・鉄斧・鉄浮・鉄剣・鉄万・飽・鯨)、さらに経済・商学的な見地から ・鉄は国家なり'

に象徴される基幹産業としての鉄鋼業 (cf. キーワードとして‘産業のコメ・.安価・埋蔵量豊富 ・

錆びるがゆえにリサイクル可能)等、その他として‘鉄'と王権 ・政治統制・戦争、'~*'と民俗 ・

宗教、鍛冶・鍛冶屋等、社会 ・人文科学的見地からも捉えることが可能であろう。 1 つの・モノ.

(ここでは鉄)を通じて、もしくは基点として多元的に、そして諸科学を横断的に捉えることに

よって、換言するなら‘博学的'な知識・教養を得られる授業があればいっそう面白いだろう。

こうした ‘モノ'の歴史、履歴や成り立ちといった趣向の他にも例えば採集ないし生産されてか

ら人間の口に摂取されるまでの調理ないし加工過程を詳説するような「スローフードj 的な授業

があってもよい。

1.問題意識・研究動機と最近の「博学連携j の動向

こうした筆者の構想のヒントとなったのは、総合研究大学院大学(学部をもたない大学院大学。

以下「総研J と略記)の存在である。国立民族学博物館(以下、「民博J と略記)には総研の文

化科学研究科(地域文化学専攻と比較文化学専攻)が設置されており、民同や国立歴史民俗博物

館を含め18の大学共同利用機関で編成される総研は実に81%が理工系(物理 ・ 高エネルギー加速

器・複合・生命・先導科学系)で占められる。むろん、これらの高度専門性までは必要ではなく
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中 ・ 高校への出張授業においては相応の授業レベルまで相応させなくてはならないが、 要は‘モ

ノ'を多角的視野から眺めた場合、それぞれの観察眼の興味関心には多義多様性がある と いう こ

とである。例えば「月 j をとった場合、文系なら月に纏わる文化的価値、 物語 ・ 俳句といった作

品、また月のイメージからうける官能的な機微、月光浴による酒養や憧↑景等に関心をもち、理系

なら満ち欠け変化、月面着陸、物理的性質、軌道、外郭組成等を標梼する、といった具合に様よ

うに異なるのである。

民博は従来、異文化理解教育の共同研究や子ども用パンフレットやワークシート を作成してお

り、近年では当館の研究成果を学校機関や各種社会教育施設を対象に簡易に伝えることを目的と

して 「みんばっく J の貸出を実施している。 [みんばっく j は『こどものための、持ち運びでき

る小さな博物館』であり、世界の国や地域の衣装や楽器、日常生活で使う道具や子どもたちの学

用品などをスーツケースにパックしたもので現在 7 種類10パターンがある。学校教育の現場の教

諭と共同で、教室で利用できるような指導案づくりに協力するという試案や、近隣の学校をター

ゲッ ト に、授業の一環として事前学習、事後学習を含めて民博を活用したカリ キュラムづくり

を模索しており、 rtW学連携j としての情報交換はもちろん、 その公開 ・ 発信に注力しているへ

また学芸員の養成や研修を掘った事業やリカレント教育を従来よ り実施してきた民博は、最近で

も 「博学連携教員研修ワークショップJ を実施し小中高の先生が実践例( r仮面j づくり ・ キャ

プション「かるたJ 制作・自己デザインの民族衣装 ・ スト ローで作った民族楽器での合奏等)を

学べる機会を提供している。このユニークなアイデア授業を担当した中牧弘允は[博学連携は始

まったばかりで、実践例を積み上げるしかない。授業でも先生の側には膨大な知識や事前準備が

求められるが、現場の先生は忙しすぎるj と課題を指摘するものの、参加した教師が 「生徒J と

なり体験した模擬授業、すなわち民博の 「教員向け研修jI-" には発達の可能性が期待できる。

社会教育は学校教育に遅れて生起し、学校教育の補助・補完的教育として傍流に置かれ等閑視

されてきた歴史的経緯があるものの、今や生涯学習やリカレン 卜教育の気運 ・ 趨勢に乗り、社会

教育は学校教育と等置され、 さらには、学校教育はその基礎としてこれを包摂する関係に置かれ

るまでになってきているへ なかんずく社会教育のなかでも、博物館教育は(図書館教育 ・ 公民

館教育と比較して)その最大の特色、独自性ないし強みは「展示j という方法であり、博物館教

育の中心は正に「展示J であるに他ならないことを下記[倉田 ・ 矢島: 1997J では強調している。

学校 式教育 博物館式教育

特定の児童 ・生徒 ・ 学生 常に不特定多数の人々
年齢 ・ 知識レベルはほぼ一定 年齢・知識レベルの格差あり
一斉授業形式(主として集団) 個人学習を主とし、集団学習も可能である

教科書 (言語 ・ 文字)を中心とし 展示品(モノ)を中心とし
先生が生徒に教える(授業) モノそのものに語らせる(媒介的)
主として理性に訴える(論理的) 主として感性に訴える(直観的)
学習指導要領による定型、継続 学習者の自由意志に基づく非定型、非継続

倉田公裕 ・ 矢島園雄『新編博物館学』東京，東京堂出版. 1997年. 241-242ページより抜粋。



学校教育と社会教育、また学校教育と博物館との相互補完的な協力体fjjIJ、すなわち[学社融合j

「学社連携j ないし「博学融合J I博学連携J が産声をあげてから、はや10年が経過しようとして

いる。具体的には、 (1)政策課題としての学社融合(1995年)、国立青年の家 ・少年の自然の家の

改善について(1995年 7 月)、 (2) 生きる力と学社融合 (1996年)、生涯学習議議会答申 (1 996年

4 月)、 (3) 心の教育と学社融合 (1997年)等が挙げられる。平成15年 5 月中央教育審議会の「今

後の初等中等教育の推進方策について」の答申を受けて[総合的な学習のH寺問J (小・中学校は

2002年度、高等学校:は2003年度から)が実施された。外部の教育資源・ 学習資源の活用を模

索する上で、生涯教育ないしリカレント教育の杷要な機関である博物館への期待がより 一層高

まっており、「学校教育と博物館の連携方策j や諸外国の博物館教育やわが国の 「学校と博物館

の連携事業の実践事例J の紹介を積極的に行うことが要請されており、例日本博物館協会、全

国美術館会議、美術館連絡協議会、全国科学博物館協議会、他日本動物悶水版館協会等、館種

別の協会でも博学連携が進展しているへ 例えば、千葉県教育委員会 ・財 団法人社会教育管理財

団(千葉県の公社等外郭団体の見直しによる整理・統合のため H.1 8. 3 月解散、 事業については

財団法人千葉県教育振興財団に移譲)が発行した冊子には、①社会教育施設の利用とその意義、

②社会教育施設と総合的な学習の時問、 ③各施設(機関)における総合的な学習のH寺問等の活動

事例、④総合的な学習に活用できる各施設、の 4 章で編成されているげ

このように、学校教育が博物館の利用・活用を通じて積極的に授業に採用していこうとする試

みはより鮮明になってきたと思われるが、博物館側からの能動的な働きかけはされただろうか?

そうした問題意識を具現化するために以下の「出張授業J を提案していきたい。

11. 指導案作成の動機とねらい

l 授業方法 ・テーマ選定の留意点

基本的には、オックスフォードシャーの公立小学校のトピック Ctopic: 1 つの課題に対

して、生徒が 2 週間から 4 ， 5 週間の長期にわたって取り組む学習であり、多くの場合、そ

の結果が本にまとめられることから[本づくり J Cbook work) とも呼ばれている)同}の授業

方法を採用する。大テーマは l つにし、クラス全体が共通のテーマについて学習を進め、生

徒を 5 グループぐらいに分け、サブ ・テーマ(小テーマ)は各グループで相談させて決定さ

せる。大テーマは l つなので、偏狭することなく、生徒が多様な参考文献を参照できるよう

に設定する。なお、テーマに関しては、 l つの・モノ. Csubstance) を研究することを目標

とする。最終的には、可能な限り「制作展示j や「本づくり J Cbook work) まで視野に入

れたい。

2 . 対象テーマとその動機

より生活に密着し、より幅広い分野で扱う 素材を設定しようとした結果、「鉄j を選定した。

「鉄j は自然科学、社会科学の両国で扱われ、学習対象としては差 し 当 た っ て、生徒にとっ

ても取っ付きに くいものではない。そ して学際的な「鉄J であるが故に、生徒の「鉄J に関



する視点がど人ノな側面から始ま り 、また、その関心が「鉄J に対してどう向かっていくか、

は興味深い とこ ろである。

m. 教育指導の柱と学習のねらい

グループ学習の目的は、共同学習・作業を通じて協調性をはかることは勿論だが、あまりに個

別テーマが多岐に散在する ことのないよう、可及的に関心が近似する生徒たち同士を集め、彼ら

の興味本位を尊重 しつつグループが均等に分かれるように編成する。

1. グルー プ学習の 3 つの柱 ・・・ 学習成果の前段階としての I学習態度j の重要性を説く。

① 自主性 ・ 梢極性

グループという「社会生活J のマナーをその礎とする。基

本的に①自主性 ・ 積極性、 ②協調性、 ③責任感、をその柱

とする。

[興味J から「学習j へと学習意欲を焚きたてる。その根拠は「調べ学習j を通じて得

られた知識と、その 「 自 信」から次なる問題意識を再設定するカを身につけさせる。 能動

的にテーマに取組み、 意見を提案する勇気を促す。

② 協調性

仲間やグループの協同者との連帯!惑を高め、 互いに尊重し合い、お互いの意見や発表や

提案に耳を傾ける ことで、時には一緒に、時には分担して、時には反対意見を述べ合うこ

とでより 良き方向を共に摸索しようとする一体感を生み出す。 決して独断だけではなし得

ない‘共同.も しくは ・協 (ÝÝJ ' の意義を学ぶ。

③ 責任感

各人が分担範囲、持ち廻りの作業、提出 ・発表の期限あるいは締切を厳守するようにな

り、グループ研究の一端を担うといっ た自覚を芽生えさせる。

2 . 学習のねらい

学習の対象は高等学校 2 年生を想定。 教科 : f '鉄'の総合的 ・ 学際的学習j

一連の授業全体に関するねらい 00項目)

. 生徒の考える力を引き出す。意見提案型を目指す。

・ 「好帝心j を「探究心j に変えていく 。

. 共同作業とグループ研究のマナーを学ぶ。

. 学習のプロセスこそが重要である ことを伝える。

. 仲間との情報交換を通して、 意見交換を し、 連帯感を強める。

. 疑問点や行き詰まりに直面したら 、 素直に質問する態度を養う。

. 発見の素晴らしさ、達成の充実感を味わせる。

・ 博物館の醍酬I床や情報 ・ メディアリテラシーの習得。

-97-



- 情報リソースの発見法 ・ 調達ルー ト・情報の入手方法を学ぶ。

. 分野にとらわれない、 モノに対する「目j を養う。

N. 単元名 ・ 設定題目 (対象テーマ)

「鉄j と人類一「鉄j の総合的・学際的学習一

これまで「鉄j に関する研究は、考古学 ・ 歴史学・民俗学 ・ 文献史学・自然科学 (特に「化学J) ・

商学等において、様々な専門分野の研究手法により集積されてきた。「鉄j という substance に

拘れば、切り口は考古学ということになろうが、「鉄J を縦糸にした学際的な授業を試みるもの

である。

v. 指導 (単元)計画 16時限配当(約 4 ヶ月 )

おおきくは、以下の 5 つのステップで構成されている。

(STEPのねらい)

1.導入

2 . 調べ学習

3. 本時

4. まとめ

5. 発表

鉄に関する概説をして、より人類により身近なものであることを示す

生徒たちが自立的 ・ 能動的に4情報ツールを用い興味対象へ向かうのを支援

文献や写真でみること以上に‘鉄'をじかに見、手で触れることの重要性

現地で得た資料を仲間で整理し報告書を作成することで共同の意義を学ぶ

口頭発表させることでプレゼン能力を養いアウトプットの重要性を認識させる

í: 第 1 時" テーマの公示と生徒によるサブ -テーマの題 目 設定

iSTEP 1 I i ii ※入門講義 IVI. 入門講義(概説) J で後述 j 

j 導入 < i 第 2 時 "博物館 ・ 図書館の利用方法 ・ 指導。
|: : :情報入手ツールと主な参考資料 ・ 図書のフック ・ トーク ! 

U 第 3 時日研究計画立案。 各サブ ・ テーマの趣旨 ・内容および目標の発表報告

STEP 2 (第 4 時 口 調べ学習 (情報リソースの整理と参照リスト作成)

; 調ベ イ : 第 5 時:: "グループ内報告 ・ 共同資料作成)

: 学習 l : 第 6 時日中間報告 (他の全グループに対して)

í : 第 7 時 " 工場見学 (製鉄工場の生産工程)

i STEP 3 ~ i 第 8 時 " 陣物館見学 (科学技術館 ・ 歴史民俗陣物館・「鉄J 関連の博物館を予定)

j 本時 l i 第 9 時"フィールドワーク(鉄鋼業 ・ 鍛冶職人の職場等)

í:第 10時日工場・博物館 ・ フィールドで得た情報のノート後四!と発表報告書作成開始

i STEP 4 イ ; 第 11時日発表報告書の作成。

j まとめ li 第 1 2時: : " 。 グループ発表報告書 ・ 資料を教師ヘ提出。 鼠終チェック 。

r 第 1 3時 " 調査研究の「まとめj 。 第 l 回発表報告 i 
: STEP 5 J i 第 1 4時:: "。第2回"

十一一

; 発表 1 : 第 15時"発表報告書 (下番)の清書。 各グループの報告舎を集め編集 ・ 編成する。

~ i 第 1 6時 :i I調べノート j か ら作っ た資料をパネル化して展示、線影 した写真の展示

" 仕上げ ・ 製本 ・ 装丁

口
δ



〈学芸員のかかわり方 (STEP 1 ~ 5)) 

1.講義するあたり鉄器(鉄文・鉄斧・鉄津・鉄剣・鉄万・飽・鍍)等の考古資料、現在、身

近に使用している鉄片、包丁、 釜や釘とクリップ(後述解説)など ‘実物'を見せることが

重要。鉄の特性(硬い・錆びる)や用途(自動車・船舶)を挙げながら l つの ‘モノ'から

成り 立っ ていることを再認識させる。

2. 調べるにあたっ ては様々な情報ツール(文献・図像 ・イ ンターネット)があることを示し、

学校では図書館に、博物館では検索コーナーに備わっていることを述べ、実際、生徒の検索

時に立ち会う。こうして情報リテラシーを習得することによって展示物に対する理解をさら

に深化させていく 。

3. 博物館や工場現場におけるフィールドワークの重要性を知り、実際に目で見て、耳で聞い

て、触れてみることで「百聞は一見に如かず」を体感する。質疑応答時において、生徒たち

の質問が詰ま って しま っ た ら 、 学芸員が現場の方々に効果的な質問をする。学芸員はガイド

となり 要所で補説する。

4. 発表報告書作成にあた り 、 発表資料は博物館の展示同様に、見易く 明瞭かつ簡潔な文章構

成や、 写真の レイアウト等を指示し、それに付随して学芸員のキャ プション製作における配

慮や労苦を実感させるや文字数やフォン ト(大きさ)にも留意させ、視聴者に解しやすいプ

レゼン方法を指導する。

5. 自らのグループが発表し他のグループの発表を聞き、それらを比較し相互補完的に鉄に関

する知識を深める楽しさをわかちあう。口頭発表だけでなく「本づくり J をすることは成果

を‘モノとして残す. 意義があり、これが学芸員の展示制作に相通じている ことを示唆し、

この‘生きた資料.を残していくことこそが博物館の主要な仕事の l つである ということを

生徒たちに感じ取ってもらう。

VI. 学習テーマのねらい

「鉄J から連想される生徒たちの関心も様々である と予想されるが、敢えて ‘総合学' 的な見

地から印刷に対するアプローチを試みる。生徒たちに投げかける問いは、 漠然としているもの

で梢わないが、できれば・鉄.をより身近に感じられるものが相応しい。 以下の 3 つの提起を生

徒たちに投げかけてみる。

① なぜ人類が「鉄j と 5000年もの歴史があるのか? 何故、 今なおも付き合っているのか?

② 現在、人間の使用金属の約95%が「鉄j であり、それ以外の金属は一様に「非鉄J と呼ば

れるのは何i吹か?

③ 統計資料によれば、何らかの形で建設 ・ 建築業、 自動車産業に従事する日本労働人口は全

体の約20 % を占める とされている。それらの素材はいずれも「鉄J である。日本の「産業j

を成り 立たせている「鉄j の特性は ?メ リ ッ トとは ?

-99-



以上の提起により、大まかに生徒の反応・回答を仰ぎ、「鉄J に関して知っていることを何で

も列挙させる。次に、分かれたグループに夫々、「サブ・テーマj を立案させる。

想定でき得るサブ・テーマは以下の通り。

・鉄の歴史 .鉄と文化 ・鉄と文明 .鉄と社会 .古代の鉄 .石器・ 青銅器 ・ 鉄器文化

.鉄器時代・鉄と塩、鉄と稲.金・銀・銅・ Fe (鉄)・鉄砲と万剣 ・官営八幡製鉄

・釜石製鉄所 .鍋・ 釜 .包丁・日本万 .錆び .鍛冶屋 .鉄細工 .高炉 ・ 電炉

・砂鉄 .鉄と炭素 ・建設業 .造船・橋梁 .自動車産業 .鉄と民俗

・冷蔵庫・洗濯機.鉄の磁力 .鉄鋼業・鉄鋼企業 .戦争と鉄 ・「たたら J 製鉄

.王権神話 .三種の神器(剣) ・戦車・戦艦・空母・航空機等

サブ・テーマを選定させたら、各グループの話し合いにより具体的で詳細な調査項目を挙げさ

せ、担当項目・役割分担の決定、そしてサブ・テーマの下にグループ内での統一見解を図らせる。

つまりは、クラス全体で以下のような編成をとる。

クラス全体 H鉄j と人類』

所
等
鉄
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製

代
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時
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国
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例
例
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・
\
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」
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m
v

マ一
ア

H
H
H

、
ブ

サプト

f

H
Y
 
A

B

C

D

 

E"  " 

VII. 概説(入門講義) 一導入部一

原則的に、学芸員が教諭(教師)から受け持ち時間の全てを与えられる ことを前提とする。従っ

て、授業を行うのは博物館から派遣された学芸員である。もちろん、教師と学芸員が同授業にて

連携してレクチャーすることも一見、構想できなくもないが、「総合的学習j と いう特性(当例

では[社会J 担当教諭、「化学J 担当教諭他など複数の教師のサポートが必要なため)や、カリキュ

ラム上(例えば、複数クラスの授業配分等)の問題により、実質的に難儀であることが予想され

る。仮に学芸員が行う授業に教師が加わるなら、教師はTA (ティーチング・アシスタント)と

して随時、生徒の質問を受け付けたり、報告書や本の作成時におけるアドバイザーとして参加す

ることが望ましいであろう。

「鉄について調べなさいj と生徒達に言っても 、 生徒達はテーマが抽象的すぎるために、参考

文献と情報リソースの膨大さに困惑してしまうと予想される。そこで、オリエンテーショ ン (方

向付け)あるいは手引きとなるように、 N. I指導計画J 第 l 時において以下の概説的な参考文

献を用いてブック・ トーク風に概説的に紹介する。



『鉄の文化一人間と鉄の4500年一』 図説日本の文化をさぐる[ 7 ) 

文・ 窪田蔵郎 図/絵・稲川弘明小峰書店 1989年

これに加えて、前述したように各グループで「サブ・テーマJ を立案・設定させ、最初のうち

は徐々にそのサブ・テーマに骨格を与えていくように指導する。

入門講義の後半部では、参考資料・情報源の検索法・使用法・活用法・まとめ方を指示する。

なお出典明記等、調査研究の最低限のマナーを教え、「学問の自由さ j の中にも一定のマナーの

下ではじめて発表 ・論述を報告でき得る、という重要性を示す。

以上を整理すると以下の通り。

① 概説、ブック・トーク(あくまで概観的に、漠然とした「骨格作り j を諭す)

② サブ・テーマの立案と設定 (概説を参考に、興味ある I鉄J の側面へ)

③ 研究手続きのマナー(情報のさがし方・使い方・まとめ方、出典明記の徹底等)

VIII. 一連 (16時限配当: 45分/回 x 16) の学習活動の目標

[テーマについて]

・ 「鉄j に関する理解を深め、鉄が人間とどのように関わってきたのか、を学び、鉄の歴史 ・

文化を大まかに、概観的に習得する。

. 鉄の特徴、特性、使用上のメリット・デメリ ッ トを化学 ・物質的に理解する。

. 現在、鉄の用途として使われているモノもしくは生産物・製品を挙げ、知何に我々 にと っ

て、身近で、不可欠なモノであるかを知る。

. 物質的な「鉄j と、社会的な「鉄J の両側面から l つのモ ノを捉える、 「社会的な「鉄JJ

いうのは、われわれ人類が印刷を操り、如何に社会的に利用してきたのかを知ることであ

る。(例:戦争兵器・鉄砲・王剣・農工具 ・刀・包丁 等)

・ 「鉄j をどういう視点・見地からとりあげたのか、を自分たち整理 して、 レフ ァ レ ンス ・ ツー

ルやリストを作成し、グループの統一見解としての「方法論J を述べ られるようにする。

[学習諸法について]

. 博物館資料・ 書誌的事項(目録)、 書架の配置等の理解。

. レファレンス・ツール(参考資料 ・図書)の把握。(百科事典・辞書 ・ 図鑑 ・ CD-ROM 等)

. 情報リテラシー・メディアリテラ シーの習得。

・ 情報ツールの取捨選択と選択選別とその利用 ・ 活用のマスター。

. 目録リストの作成と、参考分野ごとにジャ ンル分額・ 類別する力をつける。
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. 調査・学習項目、小テーマ(サブ・テーマの下位題目)のリストを作成習得。

. 参考文献 ・ホームページ等の出典の記載等を含めたルールとマナーを知る。

【フィ ール ドワーク ・ 工場見学に関する心得]

. フィ ールド・ワーク(現地調査 ・見学)の重要性を体で感じ取る。

. 聞き書きを通じて情報提供者(インフォーマント)とのラポール (親密さ)をはかる。

・ 「一期一会J の精神で、情報提供者に対する感謝の気持ちを大事にする。

. 工場、現場で働く人々の価値観・生きがい・労苦を知る。

・ 「百聞は一見に如かずJ の姿勢で 5 感を駆使し、感性を養う。

. 得られた情報は、その日のうちにフィ ールド・ ノ ート に整理する。

医. グループ研究の指導過程(例:第 1 時)

時間 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 資料

鉄とは何か ? . 鉄で‘出来ているモノ .前遍なく 生徒に回 参考文献『鉄• 鉄と人類の関連性 を挙げる (包丁・冷蔵 答を求め、「鉄J 周 と文化』 上記

keyword I地球J I人体j 庫 ・鍋・ 釜 ・ 鍬 等) 辺のあらゆる事象を W概説(入門

「道具J I歴史J I用途J (鉄 . 鉄の用途をグループ 列挙させることで人 講義)で説明

の埋蔵量 ・地殻の成分 ・ ごとに発表していく。 聞と欽の関わりを t斉
導 人体の鉄分 ・ 鉄鋼業従事 (自動車 ・船舶・航空 認識させる。 「興味J
10 

者等) 機 ・ 建築物 等) から「学習J へ焚き

. 鉄の比喰 ・イメージ . 鉄の漠然としたイ たてる。

分
「産業の米J I鉄は国家な メージを挙 げる。(竪• グループ研究・ 共

入 り J I鉄のカーテンJ I鉄 い ・ 黒い ・ 重い・錆び 同作業 ・ 発表につい

面皮J I鉄仮面j る 等) てのマナーを教え• 物 質 としての 「鉄 る。

(Fe) J Fe30 4+2C • 3F 
e +2C O 2 砂鉄に木炭

を加えて鉄を還元)

鉄の歴史 ・ 民俗・宗教 ・ . 各グループに分かれ

-

生徒の関心を「好 tW物館資料な

考古・社会 「鉄J に関する「サブ・ 奇心j から[傑究心J いし図書館の

.鉄の起源 テーマJ を選定 ・ 企画・ へと導く。疑問点 ・ 蔵 書 ・ OH

keyword I 隙鉄 J I 山火 立案 ・ 発表する。 不明な点は生徒に素 p . イ ンター

事J . サブ・テーマに従つ 直に質問させ机間指 ネット図鑑・

展 - 鉄器文化の伝播 て資料収集を行なう 。 導を怠らない。 辞書 ・ CD-

30 古代鉄王国 ヒ ッタ イト 参照した情報ツールの - 全員参加を基本と ROM ・ その

ヨーロ ッパへの影響 リスト作成づく りを行 し、 各人に発 言 さ 他文献等 (資

. 考古学における鉄 なう。 せ、協力相談 ・ 分担 料として用い

分 日本で出土した鉄探…鉄 . 情報交換 ・ 意見交換 によ っ て、グループ るだけでな |
開 文 ・ 鉄斧・鉄浮 ・ 鉄会IJ. を通じて連帯感 を深 の見解を生成させて く、生徒たち

鉄万・鈎 ・ 鍛 め、グループの統一見 いくように促す。 に 自 由に使用 l

. 鉄の日本史(歴史)石 1砕をはかる。 . 情報 ・メディアリ さ せ、 発表 ・

lli3→ 青銅器→鉄器時代へ テラシーの指導とレ 報告ツールと

“たた ら"から近代製鉄へ ファレンス・サービ して活用させ

スに努める。 る。)
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. 鍛冶 ・ 鍛冶屋 (smith) • グループ見解とサ . 無限な情報ツール「尊敬 と畏怖J r神聖視さ ブ ・ テーマの問題の所 を単に引用するので

れるシャーマン J r鍛冶 在を発表報告会。のち はなく、情報選択を

王j に質疑応答。 通して各グループの
. 鉄と民俗 ・ 宗教 - グループ問どうしの テーマへ照準を合わ

展 I八 l肢の大蛇J r出雲風土 意見交換 ・進捗状況を せ選別収集させてい

30 記J / r火と風と水」を 伝え合いコミュニケー く。

あやつる古代人類 ションをはかる。

. 鉄と戦争

分 「諸刃 の食IJ J →有用性と
日目 危険性が表裏一体「鉄と

その威力 ・ 王権j →政治・

統i/íIJ. 戦争への適用• 今なお「鉄器時代j の

さなか 工業化と科学技

争時• 「鉄J の特性 • 「サブ・テーマj の - テーマを再度検証 板書もしくは

そのメリットとデメリッ 責主終決定 ・検証を行 させ、生徒の考える OHP 
2室 5 ト ~r鉄j が人類にこれ う。調査研究の目的を カを引出す。

ほどまで用いられるのは グループ内でサマライ . フィールドワーク

理 分 何故か?~埋蔵量 ・ 大 ズし 、 整理する。 の準備とノ ートの作

量生産可能・安官lfi . 強度・ 成指示。

加工性 ・ リサイクル性)

上記表は、 「第 1 [1引を例として 「学習指導案J (仮案)を試作した。なお、上記表の学習内容

は、次主主 (X章)に記述する。

「授業案J r指導過程J r単元j の作成時においては、予め授業構想や指導計画を教師と学芸員

とで綿密に打ち合わせ ・ 再検討を行い、 資料の精織化、効果的なタイミ ングでの提示、教室内で

示す展示資料の運搬や保存・ 管理の方法に留意する。 また情報機器操作の事前準備等、用意周到

を心掛けスムーズな授業展開を目指す。

x. 第 1 時の授業の概要一指導過程(前章:表)の補足一

以下は、前章 (医章)に沿った 「指導過程j の内容の詳細であ り 、 学芸員が高等学校に出張し

ておこなう授業内容である。概説(入門講義)とはいえ、 表内全てにわたっ て 1 時限内で説明す

るのは困難(特に 「導入部J に30分設定 ・ 配分など)をきたす。上記の内容を要約した り端折っ

たりして、可能な限り網羅的な説明に省略化しでもよい。時間内で説明不足である場合は、 ス

テ ップ l および 2 (第 2 時~第 6 時)の授業のイ ン トロダクションに廻してもよいし、最初の授

業時に「参考資料j や「補足資料J として事前に生徒に配布する ことも一考である。 以下、 授業

内容の‘主語.つまり話者は学芸員であり、教師はティ ーチング ・ アシスタン トとして、適時に

資料の掲示、マルチメディア機器の操作、生徒たちの学習作業補助等、 学芸員(講師) の助手 と

して加わる。

導入部 人類にとってモ ノづくりは技術文化の出発点であった。従って人類が何故、約5000年
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にわたり鉄と共に歩み、現在、使用金

属元素の約95% を占める鉄を資源あ

るいは原材料として用い、 I生業j と

して成り立たせているのか?、とい

うテーマを掲げる。「鉄J に関するイ

メ ージを連想させ、「鉄J で出来てい

る身近なモノ(建造物・乗用車 ・ 船舶 ・

橋梁 ・ 工場等)を列挙させることで、

我々が「鉄J に固まれて生活している

ことを実感させる。また血中に含まれ | スタンダード (BC23 世紀)
る鉄分が、摂取以外には体中で容易に

創り 出すことが出来ない貴さを諭す。レバー、小松菜等に多く含まれていることや、

近年ではサプリメントで入手可能であることを付言する。さらに我々の住んでいる地

球の地面、つまり [地殻J が酸素 (46.6%) 、珪素 (27.72%) 、アルミ (8.13%) 、その

他 02.55%) 、そして鉄が 5% <出典:東京天文台編纂理科年表>を占めることを説

明する。続いて、世界の金属生産量の約94% は鋼鉄(他、 非鉄金属は銅1.4%、アル

ミ 2.6%、 E鉛0.9%、鉛0.7%、その他0.2%) <出典:国際連合|世界統計年銀の推計>

であり、また、鉄鋼生産ないし鋼材製造における技術文化を継承し、さらに新技法に

よってその用途を拡大し、人類の生活における利便性を今なお増幅させている実態を

説き、考古学的研究だけでなく「鉄J の‘考現学'的研究、 ないし「鉄j の・歴史生成.

をも、その範鴎とする。

展開部 . 人類が鉄に初めて出会ったとされることを想起すると 、 (砂鉄以外では)ある一定の

大きさの鉄片と遭遇することは極めて困難、またあったとしたら非常に偶然であるこ

とが推測される。 ここでは、「隙鉄j 説や「噴火・山火事J 説を挙げる。前者は、む

ろん地球外から落下してきた主に鉄とニッケルを主成分とするもので、後者は、人聞

が当時、 融点14000Cの環境下を創り出すことはほぼ不可能で、 r'噴火 ・山火事J のよ

うな自然界の成し得る‘蒸し焼き'なら融点到達の可能性もあ り 、ある程度の大きさ

の凝固 ・ 固化(液体から固体になる)が可能であったであろうことが、 およその根拠

となっていることを学芸員が生徒に説明する。

世界史における製鉄技術のはじまりは、紀元前2000年以降のアナトリア地方(現ト

ルコ北西部)で起こったヒッタイト人は、先住民族のハッティ人やクシャ人たちの隙

鉄や還元鉄を使った鉄器文化を独占利用し、鉄の力をもって繁栄した旨を述べる。そ

の後、紀元前12~ ll ttt紀にヒッタイトが衰えるとともに鉄利用の文化はヨーロッパや

アジアの各地へ伝わり鉄鉱石などを使っ た製鉄方法が広く普及し武器や農耕具として

人間の文明の発展に大きく 貢献していった経緯を学芸員が解説する。
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日本への鉄文化の流入は、稲作文

化の伝捕とほぼ同時期の弥生時代初

期と考 えられ流入経路は大陸から玄

界灘や 日本海を経由したものと、直

接東シナ泌を渡り中国大陸などから

流入したものと考えられていること

や、やがて大陸からの渡来人によっ

て製鉄方法が伝えられ鉄鉱石や砂鉄

を原料とする原始的な製鉄が行われ

るようになりその後、この技術が発

古墳出土鉄器(日本:弥生時代)

達し「たたら製鉄J として日本の各地に広がり、万剣や茶釜などに代表される日本固

有の鉄文化を発展させていくことを教示する19}

鉄の使JclcJ に関しては、歴史的には、中国(周)で紀元前1O~3 位紀の書物に鉄が現

れることや、紀元前200年と思われる鉱の中の鉄芯を示す。また、紀元前 7~8 世紀、

ギリシア詩人ホメ口ス 『オデ‘ュセイヤ』 のなかで、「斧を赤熱に鍛え、冷水につける

のは鉄を強く、かつ硬くする方法だj と「焼き入れj 製法(急熱急冷)を記したこと

を述べる。これに関連して「焼きなましJ (急熱徐例)があることを示す。例としては、

身近な「釘」と「クリップJ を挙げ、 前者が容易に人間の手で曲げられないのに対し、

後者は簡単に曲げることができることを示し、前者が「焼き入れJ で後者が[焼きな

まし」でつくられたことを実証的に学芸員が例示する。

前頁で示した「製鉄史年表j に補足するかたちで、特に ‘生産ないし製作.という

点で人類と接点のあったと推測される弥生時代に焦点を当ててみる。これは偶然に発

見し使用した 「鉄j と、鉄を材料として用い製品にこでは「鉄器J) を生産したと

いう意味での使用を区別したいがためである。

弥生時代の鉄製工具としては、木の表面を削る(やりがんな)、鍬形の手斧(ちょ

うなに刀子 (とうす)が用いられ木製農具を製作し、また曲刃鎌(まがりばかま)

などの鉄鎌や鉄鍬や鉄鋤なと、の鉄製農具を作っていたことを示し、鉄製武器としては

鉄鍛や鉄うとがあることを学芸員が資料を見せながら説示する。また、 考古学的見地に

よる 当 H寺の人々の行動の痕跡と、日本史 ・ 文献史学 ・ 日本文学の研究実績とを照合 し

ながら検討していく 。
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|考古学的変化 |時代区分 年代 出来 事 (日本文学・文献史学) 乱l 山

AD20頃 イザナミ出雲訪問、奥出雲で生 出雲地方で鉄器の 鹿児島神宮 - 石 {木
活(出雲への製鉄技術導入? ) 出土が始まる。 社日野郡誌・ 金刀

比羅宮 ・ 島根県円
碑伝説集

5年
AD25頃 スサノオの要請により、サルタヒコ 出雲地方で鉄器が 佐田神社生

中 春日(福岡県)で北九州を統治。ス 急速に普及する。 型地古日向( n召

期 サノオ出雲帰還、佐田の地で隠棲。 和 15年鉄道 省 )
末 オオクニヌシ、スセリ姫と結婚し第 雲 |湯誌先代旧 事

二代倭国王となる。 オオクニヌシ出 本紀
雲地方の国土開発に着手スサノオ、
オオト シに東日本地方統ーを要請。
オオトシ、河内地方統一。

AD80頃 サヌ、宇佐より市杵島姫を伴い、安 広島県下に九州系 初11武天皇聖路誌厳

弥 芸国に滞在。出雲のコトシロヌシと 鉄器が出土する。 島神社

生 交渉し、安芸国(備後を含む)を新 真説「日本の始ま
後 日本国に譲り受ける。安芸国の人々 り」
期 に周知するため、圏内で祭叩を行 古代日本正史広島
I�IJ う。高嶋宮に滞在。 サヌ 一行、日下 古代史の謎
来 より大和に入ろうとしたが、ナガス 皇祖発祥聖蹟

ネヒコに追い返される。

AD83頃 西倭と日本との平和的合併で大 鉄剣 ・ 銅鏡(漢式 古事記 ・ 日本書紀
後 和朝廷が誕生する。 サヌはイス 4 期以降)の全国 三島神社
期 ケヨリヒメと結婚し、初代神武 分布が始まる。九 猿田彦神社(伊勢)
中
葉 天皇 として即位、東海地方にス 州に有茎鉄鍛 (畿 旧唐書

サノオ祭杷を広める 内系)が広まる。 新唐書

5年 ADl 71頃 楽楽福命、伯書国へ向け大和出 青谷上寺地遺跡(戦 日野郡誌
生 発。因幡国霊石山で鬼退治。隠 乱の後)。中園地方 鬼住山ものがたり
後 岐国で黄魅鬼退治。日吉津より に小型鉄鉱の出土 水主神社期

後楽
伯香国訪問(第一次・孝霊45年) 。 が増える 高杉神社
高杉神社の地に宮を作る。

3午
AD220頃 球磨国(狗奴国)と朝廷との戦 熊本県北部(無茎)・ 広島県神社誌

いが始まる(熊襲は八代へ退却)。 大分県下(有茎 )
生 吉備武彦、球磨固との戦いに参 に鉄鍬の増加
終
末 |戦(開化附地方統治の強化(国

造の派遣=前方後円墳の出現)

ジオシティ ーズ 『古代史の復元・推定年表j http://www.geocities.jp/mb1527/suiteinenpyou . htmlより 一 部抜粋

弥生時代に鉄が伝えられてから室町時代まで、山の中腹で風当た りの強い斜面に炉

を築く 、[野だたら J にて鉄生産が生起し 、 江戸時代になると天候に左右されないよ

う、「高殿J という建物を設置し、古くは砂鉄と木炭を求めて移動しながら鉄を生産

していた集団が 「永代たたら j を行うことで定住してい っ た経緯を学芸員が詳説する。

1691年に発明された送風装置「天秤フイゴj を踏むのは「番子(ばんこ) J と呼ばれ、

po 



三 lff: i支のたu続の送風は過酷な交替制労働であったことを学芸員が付説し、交替で何か

をする際の 「代わり醤子j は、この作業から来ている乙とを余説する。現代は鉄鉱石

と石炭 ・ コークスから鋼を造るのに対して、以上のような、砂鉄と木炭から足で踏ん

で凪を送る 「ふい ご」 は、 転じて日本の伝統的な製鉄法全般を指すようになったこと

を付 言ーす る 。 18 57年以前の鉄の製法は、鉄の酸化物からなる鉱石(Fe304等)を木炭

と ridぜ.て悩み重ね、 これに繍 (ふいご)を使用し空気を送り木炭を燃焼させた。 こう

し て尚度を と昇さ せ、砂鉄 (酸化鉄)を木炭で加熱 ・ 還元することで酸化鉄を金属

鉄とした。 例えば、 Fe304+2C →3Fe +2C02という反応式を示し、既に[化学J で学

んだことを確認させる。 また、 鉄にほどよく元素 (炭素 C、ケイ素 Si、ニ ッ ケル Ni、

クロム C I\ タングステンW等)を加えることで鋼の性質を変えることが可能で、特

に添加する炭素 C の多少で硬度を調整できることを学芸員が緩説する。こうした特殊

鋼と呼ばれ る「合金鋼J のベースは鉄 Fe であることを付け加える。 また、硫黄Sや

リ ン P をうまく除却することが鉄の品質劣化をふせぎ、現代の製鉄おいても重要な課

題であることを学芸員が指摘する。鉄の製法あるいは 「たたら J に関する博物館は、

山陰ないし出雲地方(主に現、 島根県)に多数存在し、和鋼博物館、鉄の歴史博物館、

古代鉄歌謡館、奥出雲たたらと刀剣館、たたら角炉伝承館、金屋子神話民俗館、 鉄の

未来科学館等を挙げ、機会があったら訪館してみることも促してみる。また、日本に

おける製鋼技術の変選は学芸員が以下の表で図説する。

比較する項目 ~1857 1858~1900 1901~1918 1919~ 1 945 1946~ 

工業の立地条件 原料供給の利便 市場立地へ 市 場

をきめる要素 {J少\l)Jç ・ 木炭 鉄鉱石 鉄鉱石

銑鉄の原料 主に砂鉄 鉄鉱石 鉄鉱石 鉄鉱石 鉄鉱石 ・ 焼結鉱

還元剤と まき ・ 木炭 木炭・コークス 石炭・ コークス 石炭 ・コークス コークス ・ 石油

エネルギー 電力 天然ガス ・ 電力

製鉄装置 たたら 高炉 高炉 高炉 大型高炉

製鋼原料 砂鉄 銑鉄 銑鉄 ・ 鉄屑 銑鉄 ・ 鉄屑 銑鉄 ・ 鉄屑

製鋼装置 たたら 錬鉄炉・平炉 平炉 ・ 転炉 ・ 平炉 ・ 転炉 ・ 平炉 ・ 電気炉 ・

電気炉 電気炉 純酸素転炉

動力機 人 7] 水車 ・ 蒸気機関 蒸気機関 電動機 ・内燃機 電動機 ・ 内燃機

関 関 ・ 原子力機関

輸送手段 牛馬 ・ 人 ・ 舟 牛馬 ・ 馬車・ 鉄道・汽船 鉄道 ・ 汽船 ・ 鉄道 ・ 自動車 ・

鉄道・汽船 自動車 大型専用船

原料入手先 国 内 国 内 国内 国内および ほとんど

(原料炭は輸入) 経済勢力国 全て海外

粛藤一夫『化学の話シリーズ:元素の話』培風館， 1982年， 70頁より抜粋
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続いて、鉄の「社会と宗教J の理解に関する項目である。近代たたらから現代企業

における製鉄集団が機能する「組織J についての社会学・人類学的見地からの考察や、

鉄王神話や鍛冶屋の職能にみられたシャーマンに関する民俗学・宗教学的な視座の重

要性も学芸員が要説する。「記紀j に遡る古来より、鉄を操るものは神聖視され、例

えばヤマタノオロチ退治の神話は、オロチ(大蛇)を倒すほどの威力を持つ万剣をこ

しらえる万鍛冶は神格化されていたことを説明する。中世・近世においては、売さ、意的

に「鉄」のカミを創造することで、労働体制、場合によっては戦闘集団の統制に役立っ

ていたことに触れ、ピラミッド型の明確な命令系統を伴う組織を構成することで生

産・作業効率を高めたことを学芸員が述べ、企業・会社史以前に労働・分業体制が確

立されていたことを講釈する。「たたら J にみられるように当時、人々は鉄生産に携

わる従事者を常に「尊敬と畏怖j の念で看取しており、その理由は、鉄を扱う者はた

たらに見られるように「火J と「風j と[水J を操ることができるという神秘的な力

能が背景となっていたことを口上する。また、「たたら j における村下を頂点とする

番子たちは、常に危険な労働環境に曝され、過大な肉体労働を強いられ、極限状態の

中で三日三晩操業していた為、眼(視力)を失い、皮膚は倒れ、 11要は砕け、その真剣

且つ剛直な態度、恐々とした形相は人々に畏怖の念を抱かせていたことも挙げ、奥出

雲においては [自然破壊者J あるいは「野蛮j の象徴とされ、常に農業従事者との抗争 ・

対立が存在していたことを学芸員が敷街する。女性も鉄生産に関して聖なる場面で優

位的役割を果たしており、近代たたらでは「金屋子神j は、鉄の女性神であることを

述べ、また日常生活過程においては女性がその役割が劣位になり[たたら場j への入

場に関して規制 ・ 禁忌があり 、特に月 経 ・妊娠時においてはケガレとされていたこと

も触れる。また鉄生産従事者に対する社会的位置(地位)は、時代背景、地理的条件、

地域社会、経済情勢により政治や権力と結びつき、 一方では、ナヤール・カーストの

ような身分階層性を生み出した。日本において例をあげるならば官営八幡製鉄は国営

として、ある種の権威付けを国・政府から与えられた背景があり、そのことは「鉄は

国家なり」という言葉に象徴されていたことを学芸員が補足する。 他方ではたたら製

鉄集団の番子にみられるように「漂泊の民j として集落の外れに隔離され差別的処遇

を受けていたことも述べ、そのことは下賊・非人、平民以下の身分にせしめられたり、

奴隷や道具同然に扱われた経緯もあることを学芸員が略説する。

鉄は時には王権や政治、武器(万 ・ 鉄砲 ・ 銃等の武具)や兵器(戦車 ・ミサイル等)

と結びつき脅威や暴力に姿を変えたかと思えば、鍋・ 釜、 農具 ・ 工具を生産し、現代

では日本人の約20%の人が鉄を素材とする建設業 ・ 自動車工業になんらかの形で従事

し、 生活の向上・発展に多大な貢献をもたらしてきた。世界各国の距離を縮めた飛行

機もまた空飛ぶ「鉄の化け物J である。また科学技術としてのロケットは、人類の未

知の解明への一翼を担っ ている。石器 ・土器→青銅器→鉄器文化への変遷を考えれば、
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今なおも現代は「鉄器文明J の只中にある(叫ことを学芸員が強調する。

整理:ここでは、「鉄j が人類、にこれほどまで用いられるのは何故か?と学芸員が生徒たち

に問い、地球上に豊富な埋蔵量があることや、鉄は(他の金属元素と比べて)比較的

安価で入手できること、リサイクル可能であることなどを学芸員が例示する。そして

現在、只中にある世界の、ないし日本の鉄鋼業界の現況についてのレクチャーを行う。

これに関しては、拙稿「好況時における・歓喜'と‘苦悩'のカンパニー・グラフィー

2004年、鉄鋼マーケット好転下の鉄鋼流通業の事例から_J III Iに詳しい。当論考は、

筆者が2004年 ~2005年にかけてフィールドワークを実施した日本最大の鉄鋼流通基

地、浦安錨鋼団地(千葉県浦安市)で起こった好況下の‘歓喜'と‘苦悩'の企業現

場のリアルな描写である。これは世界需要(特に中国)の拡大、世界的な供給不足に

よる価格高騰ないし急騰に起因するものであるが、当論考の背景は以下の通りであ

る。

近年、それまで基幹産業の代表格としての鉄鋼業界は・斜陽産業'と レ ッ テルを貼

られてきたものの、 高度成長時代からはおよそ30年ぶり、そしてバブル経済から は

約15年ぶりに好況期 (2004年~)を迎えた。鉄鋼需要過多と価格高騰に因る企業業

績の改善によりメーカー・商社・流通ともに久方ぶりに思恵を受けたが、反面、未

曾有の世界的需要の培大で、数々の問題点が露呈してきたことも事実である。昨年

2004年冬、日産自動車は、 需給逼迫による鉄鋼業界からの調達難のため、追浜工場

(神奈川県横須賀市)など囲内 3 工場を今月末から計 5 日問、 操業停止 し業界全体を

震憾させたことは記憶に新しい。バブル崩壊後、鉄鋼業界とその最重要顧客である

自 動車業界との価格交渉は、 1999年の [ゴーンショック j 以降、 シ ェア争奪戦もし

くは泥沼値引き合戦により、それまで自動車業界優位の I買い手市場J にあり、鉄

鋼業界は苦杯をなめてきた。ところが2004年初頭、 特に中国特需を中心とする世界

需要の拡大、鉄鉱石等原料価格の高騰、鋼材価格上昇により需給が逼迫し、鉄鋼メー

カーの生産 ・輸出 ・ 内需ともに未曾有の急進が続く「売り手市場J へと激変し、い

まや自動車メーカーが鋼材供給を懇願するにまで鉄鋼業界が「復権J を果た した年

とな っ たのである。 2004年は鉄鋼業界に と って激動の l 年であったと言っ ても過言

ではない。[拙稿要旨: 2005年]

鉄鋼業界にとって久方ぶりの好況 (2004年)は、正に世界的な鉄鋼需要 ・消費量

および地球規模の鉄源の生産 ・供給能力 と密接に関連していることが鮮明に実感で年

であ っ たことを述べる。現地調査を通じて [売り手市場J となっ た活況場面や、市況

高騰下における価格戦略や調達・在庫・販売に関する営業マンの模索するヴィヴイ ツ

トなストラテ ジ一考察することも視野にいれて人々の行動様式や価値体系を観察す

n
u
d
 



る必要性を説く。それらは、圏内外調査研究機関 ・ 連盟等のマクロ的な統計資料 ・

指標 ・ 分析からも十分読み取れるが、それに増して鉄鋼流通各社における参与観察

(participant observation ) を駆使した文化人類学的手法により “カンパ二一・グラ

フィ ー (会社誌)"を描くことで、よりリアリティ ーが高くなることを付 言する。そ

の意味で、‘モ ノ.を見る目を養う視覚だけでなく、 実際に働いている人々の現場を

訪れ聴覚、 場合によっては唄覚、味覚をも駆使するフィ ールドワークの重要性を生徒

たちに総説する。

以上のように、 「展開部j において鉄の歴史を中心とした.適時的'な学習を試みたのに対し、

[整理」の部分では、鉄が人類において如何に掛け替えのなく身近な金属であるのかを、‘共11寺 I~q'

に学習するという構成で「第 l 時J を総括する。

(博物館:学芸員の特性を活かした授業とその強み)

考古資料としての鉄器(鉄文 ・ 鉄斧 ・ 鉄j宰・鉄貧IJ ・ 鉄万 ・ 飽 ・ 搬など)を教室に展示すること

も 1 つであるし、(後述するが)予め身近にある「釘j と「クリップj を用意し、その製造法の

違いを説くうえで小道具となる。

鉄の史料(こ こでは起源 ・ 歴史)については、 OHPやパワーポイントなどの l吹 ・ 回像などの

図示でよいが、鉄の製法 ・ 技術(工業 ・ 鉱業 ・鋼業) や鉄の用途(自動車 ・ 船舶・建築物、戦争 ・

兵器 ・ 工場)に関 しては、 VTRなど音声や動画を搭載したプレゼンテーションが望ましい。

学芸員は口頭による説明だけでなく、‘ 5 感'を駆使させるようマルチメディア機器を活用し

た授業方法を採り入れるよう心掛ける。 これら a実物を見(魅)せる'と同時に、スパイ スとし

て効果的にマルチメディアを援用し、生徒たちの 5 感を刺激するような解説をする ことが、 学芸

員ならではの成せる業であり、また博物館の醍醐味でもあり、ひいては生徒たちに訪館を促す

きっかけを与えることになると期待される。

沼.展示計画と[本づくり J (book work) 一展示資料・著書完成を学内公開に一

生徒たちの努力の結晶が資料になる。達成感と充実感が展示 ・ 著書という I形j になる 。

博物館見学における 「調べノ ー ト」作成や感想、鉄鋼工場のフィールドワークにおける「聞き書

きJ の記録や、当該地で写真撮影を したオ リ ジナルな図像資料が「展示j となる。また、各グルー

プの「サブ・テーマJ がその著書の「章J を成し、生徒 l 人 l 人の研究内容が「節J となり「項J

となる 。 それらは、下書き→清書→製本→装丁の過程を経て完成に至る。 1 人の力が、グループ

の成果に、グループの成果が、 クラス全員の「宝j となるという感動を共感し合い、調査研究を

通じて「学びj の素晴ら し さを「実感j する。

学芸員は(とりわけ発表報告書や本の作成H寺、実習時においては)その方法論を諭したり 、 情

報ツールを紹介したり、リファ レ ンス ・ サービスを提供する手助けを行なうアドバイザ一役に徹

- 110 -



し、あくまで生徒たちの自 由な発想を引き出し、自主性 ・ 自立性を尊重しつつ、その調査研究が

「生徒たちの努力で成し得た成果j であることを認識させる。

テーマに対する「好奇心J を「探求心j へと導き、 資料収集から得られた知識をインプットし、

生徒自らの調査研究において根拠づけ、[自信j に変え、それをグループ内の仲間、他グループ

のみんなにアウト プッ ト(発表 ・ 報告)し、さらにクラス全体での成果としてプレス(出版)し

たり、あるいは博物館見学等で得られた文字資料や図像資料、フィールドワークにおいて自身で

撮影した写真を学内に展示する。学芸員は、こうして得られた生徒たちの[知的好奇心j を増幅

させる触媒となり、まさに「学J を「問う j 姿勢を生徒たちに説くのである。

むすびにかえて 一 ‘モノ ' の総合的・学際的教育とフィールドワークの重要性一

以上のように、 筆者の具体案としては、博学連携の観点から例えば 「モ ノ'にこだわる啓蒙 ・

普及的な授業j の開講である。こうした趣旨の博物館は、すでに ucc コーヒー館・竹中大道具

館等の「企業博物館j川にも見て取れる。企業の営利や広告宣伝の追求に重きを置くものではなく、

扱い品種の本質を広く|世界に知ってもらおうとする意図があり、人類とのゆかりの深さを、ある

いは馴染み深いといっ た歴史を説き、より身近に感じて貰おうというねらいがあるわけである。

そして、 こうした授業をプロ グラム提案や推奨するだけでなく実際に学芸員が出張形式をとって

小・中・ 高校に出向いて講義を行う等の博学連携の施策があればよいと考える。 もちろん、学校

と博物館との問で、 P lan (計回)→ Do (実行)→ See (評価)のプロセスを踏まえ、その成果

をフィードバックしながら、さらに興味深く、価値ある実用的な授業構想そして実現を模索して

いくことが必要となる。 むろん生徒たちが博物館を訪れることを促進する効果は期待したいが、

それ以上に生徒たちが ‘モノ.を調べる上で、まず‘実物にじかに接する'というクセをつけて

もらうことが出来れば、これ以上の意義深いことはない。

近年、 白博物館を紹介するホームページは充実している。画像 ・動画映像もそこに掲載されて

いる展示物(モノ)をクリックすれば、 わざわざ博物館に足を運ばなくても ・・・ とさえ思うこと

もある。 しかしながら‘実物'に目で触れることにより、慧眼を養う貴さを博物館は示唆せねば

ならないのである。無人で人の手を介さないイ ンターネ ッ トと差別化を図るのであればハード的

側面(館蔵品 ・ 資料 ・ 建物施設・機械設備等)よりもソフト的側面(企画 ・ 事業 ・ プロ グラムを

等)、すなわち人的サポートにより 一層、力点を置くことが望まれる。学校教育における「机間

指導j に習い 、 学芸員の博物館館内の視察巡回や来館者の行動観察 ・ 鑑賞姿勢を小まめに行うこ

とが必要であろうし、館外を取り 巻く 地域共同体の要求を把握するための社会調査や、フィ ール

ドワークないし参与観察 (participant observation ) の重要性は増している。展示の企画以前

の段階の評価には、 ①博物館来館者が博物館の展示に何を求めているのかが調査され、その時点、

の展示では何が実現されていないかを明らかにすること、 ②地域社会とそれに属する構成員が博

物館に対してどのような意識を持ち、何を求めているのかが調査され、博物館が展示のなかで何

をどう実現していくべきであるのかを探る ことが重要である(叫
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学芸員もそうしたことを念頭に蓄積してきた研究調査の成果実績を余すところなく展示ないし

公開し、それらを活用した教育 ・ 普及に関して熱意、 1今持をもって行うべきである。そうした意

味で今後、学芸員の学校教育への参画、また.モノ.にこだ

限の可能性を秘秘、めている。しかしながら、それは木鐸(文化的指導者)としてではなく、飽くま

で来館者 ・ 鑑賞者ないし利用者のサボーター、あるいは触媒としての役割に徹することが肝要で

あろう。
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純文終末JVI 福岡県・長行。 1111 り回両遺跡より鉄総出土
中国・漢代鉄官の制度を設け統制管理

中国・i$郡鉄官で高炉爆発事故発生

熊本県・天水町斉開山貝原より鉄斧出土
(AD) 

弥生 JVI
来環üJi刀 鉄文 刀子など弥生111墓の鉄骨骨I虫納!illl'Jえる

中国・新の王手手が鉄五量生銭を i~造

セレスの鉄ローマで品質NO. l と珍草される

鉄総の古筑間l羽iは憾威の象徴

古llìに武具般工具等大ほの鉄*gを刷 封i 鱒国 ・弁辰の鉄を倭人が隣入(鶴走、)

古 lEl )UI 的玉県 ・ 稲荷山古漬より辛亥銘鉄剣出土

奈良県 ・ 大 ft l 6 号ll'\より鉄縫約800枚出土 インド ニューデリー市ク ップミナル寺院の大鉄柱建立

大陸より i設冶等の工人多数渡米

飛 i斗 l町 中間地方 ・ 山中で製鉄が活発化

召集の防人のため刀剣l 矢 斧.鍬などを澗述

白鳳 水副主を巡りて鉄を冶す (l!f紀) 中国・長安の都に西域より賓鉄がもたらされる
~~ 東辺 It辺に鉄治を I泣くを然ず(令)

H 四品志紀税王に近江国の鉄穴を胸う(統紀)

JVI 常任~同若松浜の鉄を佐備大麻呂冶す(風土記)

天平 芙{下回英多m\で鉄鉱IlJの務総111放が発生(日 ~)

恵美抑勝に近江国浅井 商品の鉄穴をI!日う(統紀)

平
備後図 8 ln\組税の品を鍬鉄に変更陳情 (~jニ)

安
弘f二 rI吾名暫l波抄J に各組の鉄製品収録さる

fij除店1 能登の金{切りが砧渡で砂鉄を腿錬(今昔) スペイン・カタラン製鉄法保業始まる

JUI 鉄HftlWíil!iの r}J により天1ifl蔵原の号をi揚うと伝う i 字軍の鮒国に際しダマスカス万が持ち婦られ.ローマ

鎌Qに鍛冶 ー 叡j物の名工mまる で高く評価

鎌0 ・ 南北朝)UI
たた ら製鉄屋外から屋内での娘業に移行と伝う

日本人が元経の役で鉄砲(手投弾)を知る

正宗現れIE刀m造の全盛時代を迎える ドイツ ライン河支疏ジーグ河付近で高炉が保業

円 本刀が明国へ大田愉 /:U される (ベ ック鉄の歴史)

安土桃lliJUI 
武BI信玄が信州の涼iìJi鉄山 をIIfl 発

磁Jtj;雪国種子島へオランダ船が鉄砲伝来 ドイ ツ ・ アグリゴラ Iデ ・ レ・メタリカj を著す 1556 

臼件丹生島のi段で大友氏が大砲を使用



日寺

1618 

江 戸 l明

代 日本

徳川家日Eにオ ラ ンダ閉館長が南蛮鉄を献上

伊達部のi自欧使節商m吹製鉄法を伝うと言う

鎖国令の発布で南蛮鉄の愉入も禁止

IJ:~~国吉田村に菅谷たたら開設

天秤吹子発明され省力化と鉄のW!l:進む

外 [ 1..1

1611 1 ダ y ド ダ ドレー (災) 盟主主燃f ↓に(，似を ('~ III

5転応 fii ( 1 ド ) r天工 l刷物j を 汚す

ア プラハム ・ ダー ビー 11 1 1; ( 災 ) I r:j 向 ・に コーケスを，;，( 11 1 1709 

1637 

寺山良安 f有l iw三才図会J 発刊 1713 

宝lIl'年I:J I大鰐塊f位砕JlJの大釦同(だいどう) が発明される

アプラハム ・ ダービー lJ I1 1: ( 従)コー ケ ス により山骨 r以来 1735

初WIは割j物銑

ベンジャ ミ ン ・ ハン :r< ン (災 ) ) ~ ".J ポ i1: 1 こ よ り ~)i銅山'!i~ 1740 

平瀬微斎「日本山海名物図会J を発刊 1754 

老中田Ili意次が鉄座を 1m設

下原虫仲 f館、 1J.i fi:.\.'t J を著す

老中松平定(~が鉄Niを廃止

ジ ョ ージ ・ クラ ネージ(英) 1.ス <Hカ ' を iê 1 ij l

17841 へン リ ー ・コート 悦) パ y ドル向 3 を刑l
ウイ ルキンソ ン (英)キュポラを克明

1766 

1784 

179.1 

ヒュゲェニン {オ ラ ンダ) rゲンキ y ト ギィテ レイ J 棈 'J 1826 

ネールソン{災)市炉の凱凶.ill g~. をだ ' Y J 1828 

佐賀税築地に反射炉第 l 号炉完成

伊豆韮山に反射炉。 磁1字鹿児島に洋式前炉完成

南部大橋に洋式高炉完成 ・ ~，業に入る

1868 

1857 1 へン リ ー ・ベ ッ セマー (英 ) ~出力; 'li1鋼法を ~ê llIJ 1856 

ピエ ル ・ マルタ ン (仏) 孫熱iLに よる平均 a製I伺 に，;~J)) 1864 

明 治年 1m

釜石鉄 IlJ r 日本坑法J により官営

ウィ リ アム."，ーメンス(独) 姐光式t自主l bjの 111 1i� 1878 

に先鞭をつける (特J下 791

ギル ク リ ス ト・トーマス(英) J也JHUi!、品 ;iL を 克明 1879 

(日迎燐銑の製鋼を実現)

広 島鉄 山 [ 日本J]，法J により 'gí台

中小坂鉄山 「日本坑法J により 官営

釜石鉱山田中長兵衛に払下げられる

たたら製鉄の生産品を洋式製鉄が泊い越す

釜石製鉄所同炉の順湖な操業に成功

八縮製鉄所際業を 1持J !li;

大阪鈎鋼合流会討を住友金属が経営

鈴木商店が神戸製鋼所を経営

土橋泡気製鋼所が稼動

日本鋼管株式会社設立

本多光太郎KS磁石鋼を発 lifl

1884 

パ リ・エ ソ フ ェ ル11; hI咋会場にン己1&
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川
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州刷出
川大正年 間 | 中小製鉄会社の倒産続出

附

初

年

Ii月

アメ リ カ で 1 000 ト ン日炉に火入

イ ン ド銑の輸入m大 ω22 1 ア メ リ カでス 卜 1) 'Y プミルが稼~UJ

ωぬ I ~士続Ví l&法の技術， ドイツ ~"T.Iで特 J1

1931 

1934 

八幡製鉄所500 トン高炉完成火入

三島徳 七MK磁石鋼を発明

日本製鉄株式会社発足

戦前|本多白 間本，白川 tì'ì土が新 K S儲石摘発明 1935 

八栃製鉄所に 1 000 ト ン日炉完成火入 1937 

組鋼生産峨前五t高765万 トン達成

空殴艦砲射察で多く の製鉄所感滅

日 本製鉄は八鰯 ・ 1j' 士阿製鉄会社に分自!

日 本初の述鈎住友金属 ・ 製鋼所で稼動

転炉鋼の生産が平炉鋼を t姐る

1943 

1889 

1900 

1901 

1904 

1912 

1917 

1925 

1926 

1930 

ゆ必| ロパー ト デュラー (スイ ス)純般弄"'.吹伝炉?とを研究IIl1 iê

1 9日 I US スチー)~ T 1 鋼を IIH Jê 1952 

1955 1 欧州石炭鉄鋼共同市期発 i止 1953 
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1967 

1971 

197:l 

日刀係たたらがj企業を !開始 1977 

平炉製鋼法日本の鉄鋼業界から消滅 1977 

日本応大の高炉5070 111新日本製鉄大分に ill設 1976 

新金属新素材など超鉄鋼の研究j住皮 1984 

窪田践自11 ~鉄の文化 人間と鉄の4500年~ (図説 日本の文化をさ ぐる[7J )小崎丹店. 1989W. 68.69貿より抜粋

新日本製鉄株式会社発足

戦後 |粗鋼生産 1 1む トン突破


